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HWアクセラレータ間直接データ伝送制御技術
複数のハードウェアアクセラレータを用いたデータ

処理基盤を高効率化します
#顧客体験価値向上

ハードウェアアクセラレータによるデータ高速処理
基盤は、大規模化するとCPUによるデータ転送制御
がボトルネックとなります。

全体を制御するCPU処理をなくすことにより、従来
のシステム構成より1/2の電力コストをめざしていま
す。

ハードウェアアクセラレータによる完全なデータ伝送自律制御
を実現

市中技術ではデータ処理プログラム内で実施していたハード
ウェアアクセラレータ間のデータ伝送制御を、データ処理プロ
グラム外でコントロールすることでデータ伝送制御のCPUオフ
ロードをさらに推し進め、システムとしてのパフォーマンスや
電力効率を高めることを実現

情報通信業・サービス業において、大規模データ処理を短時間・低遅延で実現し、データ収集効率化・リアルタイム処理・データ分析
の高速化・AI処理のためのデータ整形高速化などに活用 （技術確立時期：2028年度目標）

関連展示＝δ02-02 出展社＝日本電信電話株式会社 関連リンク＝NTT 技術ジャーナル、NTT 技術ジャーナル

問い合わせ先URL 社外連携先＝富士通株式会社

https://www.rd.ntt/forum/2024/doc/D02-02-j.pdf
https://journal.ntt.co.jp/article/23718
https://journal.ntt.co.jp/article/24196
https://tools.group.ntt/jp/rd/contact/index.php?param01=F&param02=104&param03=D02-03
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